
豊田市地域生活意思決定支援事業の構想（案）について
新 た な し く み 「 豊 田 市 地 域 生 活 意 思 決 定 支 援 事 業 」 の 実 施 イ メ ー ジ （ 案 ）

○ 豊田市では、今後増大・多様化する権利擁護支援ニーズに対し、これまで成年後見制度に求められてきた「財産管理・意思決定支援・

適切な支援の管理」等の支援を性質ごとに分解し、多様な主体が特性を活かして各支援を分担・連携するしくみづくりの検討に着手。

○ 令和４年度からは、「豊田市地域生活意思決定支援事業」として、身寄りのない方への支援としてニーズの高い「生活基盤支援サービ

ス」と、本人の力の活用及び地域住民の社会参加も想定した「意思決定支援」の組合せによる取組を試行していく。

本人

意思決定支援

意思決定サポーター（仮称）○ 地域生活の基盤となる日常的行為に必要な支援を行う。
（契約 ⇔ 応益・応能負担）

【サポーター向け】
①登録（＋損害賠償保険加入）
②豊田市成年後見支援センター委託を通じた活動支援

【事業者向け】
①事業所指定（＋損害賠償保険加入）
②実地指導・調査等

【本人向け】
①申請受付
②支給決定

○ 同じ市民として、本人を見守り、本人の望む生活
について一緒に話し合い、一緒に考える役割。

○ 意思の実現に向けた支援も実施（書類の提出や、
預金の引き出し・購入の同行など）。

権利擁護管理委員会
※成年後見制度・権利擁護支援・金銭管理

に精通した専門職で構成する。
※支援会議の1つとして開催

①金品管理（軽易な送達を含む）

②利用料等支払い支援
③緊急連絡先対応
④葬儀
⑤残存家財の撤去

生活基盤サービス事業者

○ 一定時期ごとに金銭管理の履行状況の確認。
○ 本人にとって重要な意思決定支援を行う際の対応。

（金額が一定規模以上の契約や入院・入所手続きの検討など）
○ 本人意思との相違・履行状況の疑義が生じた際の対応。

（金銭等の管理状況の確認など）
※必要に応じて、聴き取り、記録書類の確認。 ○ 本人の状況次第で、以下の進言を行う。

・豊田市に市長申立ての実施
・豊田市成年後見支援センターに本人申立ての支援

豊田市

事業実施のしくみを構築

豊田市地域生活意思決定支援事業
を通じたチーム支援

委員派遣



検討スケジュールについて（当面）

時期 研修WG（1回あたり90分～120分を想定） アドボケイトWG（1回あたり90分～120分を想定）

5/31（火）

第1回WG（対面）
○ 事業全体のイメージ擦り合わせ
○ 意思決定サポーターの活動イメージの意見交換
○ スケジュールの確認と役割分担

6/13～18

第2回WG（オンライン）
○ 介護保険サービス・障がい福祉サービス事業者における金

銭管理に対する課題認識の共有【報告】
○ 生活基盤サービス事業者の支援イメージの意見交換

第1回WG（オンライン）
○ 事業全体のイメージ擦り合わせ
○ 後見監督人の活動内容の共有【報告】
○ 権利擁護管理委員会の監督・支援イメージの意見交換

6/27～7/1

第3回WG（対面・オンライン）
○ とよた市民後見人活動における意思決定支援への関わり方

や支援状況等の共有【報告】
○ 日常生活自立支援事業・生活支援員派遣事業における支援

員の活動内容の共有【報告】
○ 意思決定サポーターのあり方の意見交換

7/10～16

第4回WG（オンライン）
○ 日常生活自立支援事業・生活支援員派遣事業における金銭

管理の実施方法の共有【報告】
○ 生活基盤サービス事業者のあり方の意見交換

第2回WG（オンライン）
○ 海外事例や子どもアドボケイトの活動内容の共有【報告】
○ 権利擁護管理委員会における「本人にとって重要な意思決

定支援を行う際の対応」「本人意思との相違・履行状況の疑
義が生じた際の対応」についての検討

7/25～29
第5回WG（対面・オンライン）

○ 「意思決定支援追加研修」の内容検討

8/8～12
第6回WG（オンライン）

○ 意思決定サポーター・生活基盤サービス事業者の支援記録
のあり方の意見交換

第３回WG（オンライン）
※ ７月までの検討状況に応じて開催

9/5～9/10
第7回WG（対面・オンライン）

※ ７月までの検討状況に応じて開催

9月中 「意思決定支援追加研修」の開催 モデルケース開始（10月～）前の説明会


